
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

私たち赤十字血液センターは輸血治療を必要とされる方に、安定して安全な血液を届ける

為、「献血→検査→血液製剤の製造・保存→病院へ供給」業務をおこなっています。 
 

 

赤十字血液センターってなに？ 

私たち赤十字血液センターでは、毎日どこかで献血のお願いをさせていただいています。 

それは、輸血用血液には有効期間があり長期的な保存をすることができないからです。 

輸血治療で使用されている血液は生きた細胞の塊であり、輸血効果を発揮するには、細胞

が生きた状態でなくてはなりません。 

その為、皆様に毎日お願いをさせていただいています。 
 

  

・体中に酸素を運び

ます 

・血管が傷ついた時

に血小板より先に働

き一時的な止血を行

います 

・細胞の浸透圧を調

整し、血圧を一定に保

ちます 

・栄養分の運搬と老

廃物の排出を行いま

す 

・傷ついた血管

を修復します 



 

 

  

では、輸血治療が必要とされるのはどういう時か。 

大きく分けると 2つに分けることが出来ます。 

一つ目が交通事故などのケガで大量出血をしたときです。 

二つ目が癌などの病気により身体の中で健康な血液が作れない方の治療をするときとなります。 

 

輸血治療が必要な時っていつ？ 

 

またどちらのケースで必要とされることが多いかというと、下のグラフにあるように

二つ目に挙げた病気の治療が８割以上を占めています。 

 

例えば、心臓の手術の場合、一回の手術で 10～20人分の赤血球製剤と、数本の血小板

製剤を必要とする場合もあります。 

また再生不良性貧血などの治療に使用する場合 1 か月に 1 度というような定期的な輸

血が行われます。 

このように１人の患者さんの命を何人もの献血者で支えていただいています。 

 



 

  

兵庫県下での輸血状況は？ 

 
 

献血にどうやって協力していけば？ 
兵庫県では毎日７カ所の献血ルームと、一日最大６台の献血バスが輸血用血液確保に努め

ています。 

献血ご協力をいただける方につきましては、ぜひお近くの献血ルームもしくは献血会場で

の定期的なご参加をお願いします。 

 

詳しい会場については下記サイトの「本日の献血場所」でご確認ください。 

https://www.bs.jrc.or.jp/kk/hyogo/ （もしくは兵庫・献血で検索） 

 

献血は以下の基準に該当される方であればご参加をいただけます！ 

 

献血は誰でも参加できるの？ 

兵庫県下では、上記の患者さんが安心して輸血治療を行う為に、毎日約 570人の

献血ご協力を必要としています。 

この人数は成分献血（血漿・血小板）と全血献血（赤血球）で必要な人数を合わせた

ものです。 

献血バスでは全血献血（赤血球）の献血者を受け入れていますが、この全血献血だけ

で見ても一日（平日平均）約 450人（400ｍL献血で）の献血ご協力が必要です！ 

ちなみに、これを割り振ると献血バス一台で 1日あたり、50 名以上（400ｍL献血

のみで）のご協力が必要となっています。 



 

  

 

献血の流れについて 

献血は以下の流れでご参加をお願いしています！ 

＊受付・問診・事前検査・採血・休憩（１５分）全て含めると所要時間は

約 40 分程となります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

献血申込書に記入

します。 

また、身分証明書

などの提示をお願

いし、本人確認を

行います。 

献血する方の安全と、

輸血を受ける患者さん

の安全の為に、問診票

の質問に正確に回答し

ます。 

問診票に基づき、医師

による問診と血圧測定

を行います。問診内容

のプライバシーは厳守

されます。 

貧血の心配がないか、

事前に調べます。 

成分献血の場合は、血

小板の数も調べます。 

採血ベッドに横になっ

て、採血を開始しま

す。 

献血後は、休憩場所で

十分に水分をとり、し

ばらく休憩をしてくだ

さい。 

献血カードを受け取り

ます。今後の献血記録

になりますので、大切

に保管してください。 

 献血後の注意 

気分が悪くなったり、針を刺した部位に

痛みやしびれが残る場合は、すぐに血液

センター職員にお知らせください。 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また献血ご参加をいただく前には、事前の確認事項がございます。 

 

【新型コロナワクチン（ファイザー、モデルナのみ）を接種された方。】 

ワクチン接種後、１回目、2 回目とも４８時間経過で献血がお願いできるようになりました。 



 

 

 

 

 

 

 

服薬についてはこちらもご参考に、確認をお願いします。 
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献血を取り巻く環境… 
本年度、全国的に問題になっているのが新型コロナウィルスによる献血への影響で

す。イベントの中止や延期、企業での在宅勤務の推奨や、大学での遠隔授業など、感

染予防による処置が各所で行われ、献血バスの受け入れ先にも大きな影響が出まし

た。 

 

現在、県内の移動採血の配車状況は街頭献血（ショッピングモールや駅前など）での献

血が昨年度に比べて増加傾向にあり、学校や職域、地域での献血が減少しております。 

 

特に、平日の献血を支えていた職域での献血の減少により、週末での大型ショッピング

センター等での献血が増えています。血液には有効期限がある為、血液の安定供給には

毎日の安定した献血へのご協力を大変必要としております。 

 

最後に 

未だ人工的な輸血用血液の使用には至っておりません。 

その為、輸血治療を行う為には皆様からの献血ご参加が必要不可欠です。 

皆様の少しのお時間で救われる命があります。また、まわりまわってご自身やご家族を

救うことにもつながるボランティアです。ぜひ、ご協⼒をお願いします。 

新型コロナウィルスの影響による、ソーシャルディスタンス（密の回避）や企業でのテ

レワークの導入、大学でのオンライン授業など今後も献血活動にも大きく影響を与える

ことが懸念されております。より一層献血へのご理解ご協力を必要としております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈お問い合わせ〉兵庫県赤十字血液センター 推進課  

          TEL：078-222-5013 

「アンパンマンのエキス」動画のご紹介 

この動画は、お子さんを小児ガンで亡くされたお母さんが、その死後 1 カ月して

からお礼の意味も込めて献血に訪れ、兵庫県の三宮献血ルームのメッセージノー

トに書かれたものを端に発します。 

 小児がんを治療中のアンパンマンが大好きな子供が、輸血を受けると一時的に元

気になることから、輸血用の血液を「アンパンマンのエキス」と呼んでいたこと

を、テレビ新広島さんが取材し放送されたものです。 

患者さんのリアルな状況が表現された内容となりますので、ぜひ一度ご覧くださ

い。 
 

■制作・動画配信元テレビ新広島さん 

■放映時間約 10 分 30 秒 

■アンパンマンのエキスで検索 

 


